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❶足利市 山下町
やましたちょう

■快適で安全な道づくり事業（補助）
■全体計画 ： L＝約1,100ｍ　W＝14.5m　C＝約18億円
■事業期間 ： 令和5（2023）年度～令和9（2027）年度（予定）

　本路線は、群馬県太田市を起点とし、足利市中心部に至る
幹線道路です。現在足利市の中心部では主要な交差点を中心
に慢性的な交通渋滞が発生しており、足利市ではこれらの課
題解決に向けて（仮称）足利スマートICを計画しております。
　そこで、広域的な交流・連携の促進や産業・経済の活性化、
災害時における安定的な輸送経路の確保等を目的に、スマー
トICのアクセス路となる本バイパス道路の整備事業を令和５年
度に着手しました。今年度は用地測量を進めます。

一般県道 竜舞足利線
りゅう   まい　あし　かが　せん

❼足利市 寺岡町
てらおかちょう

■大規模特定河川事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約2,200ｍ　W＝42.0m　C＝約19億円
■事業期間 ： 令和2（2020）年度～令和10（2028）年度（予定）

　旗川は佐野市作原町から南下して、足利市寺岡町を経て佐野市
高橋町で渡良瀬川に合流する流路延長32.5㎞の一級河川です。
　令和元年東日本台風（台風第19号）に伴う豪雨出水により、足
利市、佐野市において越水による甚大な浸水被害が発生しまし
た。そこで、特に河道断面が狭小な稲岡橋からJR両毛線までの約
2.2㎞の区間において河積を拡大するため、令和２年度から河道
掘削や樹木伐採等の工事に着手しました。
　今年度は、用地取得及び河道掘削等の工事を進めます。

一級河川 旗川
はた  がわ

11足利市 本城一丁目
ほんじょういっちょうめ

■砂防施設づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約190.5ｍ　C＝約2億円
■事業期間 ： 令和2（2020）年度～令和6（2024）年度（予定）

　本城一丁目Aは足利市本城一丁目に位置し、人家
16戸を保全対象とする急傾斜地です。斜面の崩壊に
より土砂災害特別警戒区域内の人家に著しい被害
を及ぼすおそれがあるため、早急の対応が求められ
ています。
　そこで、地域住民の安心安全を確保するため、落
石防護柵整備事業を令和２年度に着手しました。
　今年度は、崩壊土砂防護柵工事を進めます。

本城一丁目A
ほん じょう  いっ ちょう　め

12足利市 中橋（通２丁目～南町）
なかばし  とおりにちょうめ　 みなみちょう

■街路づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約640ｍ　橋梁部W＝19.8ｍ　高架部W=22.0m　C＝約107億円
■事業期間 ： 令和3（2021）年度～令和9（2027）年度（予定）

　本路線は、足利市の南北市街地を結ぶ
重要な路線であり、一級河川渡良瀬川に
かかる中橋の三連アーチは、足利市のラン
ドマークとして市民に親しまれ、魅力ある景
観を形成しています。
　しかし、中橋北側のJR両毛線踏切部周
辺では、朝夕を中心に渋滞が発生している
ほか、幅員も狭いため安全な通行の支障
となっています。また、中橋架橋部において
は、堤防が低く出水時に氾濫の恐れがある
など危険な状態となっています。
　そこで、国・足利市と連携して、堤防の嵩
上げとあわせた中橋の架け替えやＪＲ両毛
線交差部の立体交差化を進めることとし、
地域の安全・安心と円滑な通行を確保する
ことを目的に、令和３年度に事業着手しま
した。
　今年度は、橋梁の下部工事を進めます。

都市計画道路 3・5・102号家富町堀込線
いえ  とみ  ちょう  ほり ごめ  せん

❽足利市 高松町
たかまつちょう

■安全な川づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約3,300ｍ　W＝19.1m　C＝約29億円
■事業期間 ： 令和2（2020）年度～令和21（2039）年度（予定）

　姥川は足利市福富町から矢場川に至る流路延長
5.5kmの一級河川です。このうち、上流端から高松町
雉川合流点までの約3.3kmにおいては、河積が小さ
いため、台風や豪雨時に宅地や農地等への浸水被
害が発生しています。
　そこで、氾濫を防止し浸水被害の軽減を図るため、
河積を拡大する事業を令和２年度に着手しました。
　今年度は、用地取得及び設計を進めます。

一級河川 姥川
うば  がわ

❾佐野市 堀米町
ほりごめちょう

■安全な川づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約4,400ｍ　W＝27.0m　C＝約30億円
■事業期間 ： 平成24（2012）年度～令和13（2031）年度（予定）

　菊沢川は、佐野市栃本町から渡良瀬川に至る流路
延長13.1㎞の一級河川です。菊沢川上流の旧田沼町
市街地においては河積が小さいことから、台風や豪
雨時に浸水被害を生じていました。
　そこで、近年整備した菊沢川放水路と相まって流
域の洪水被害の軽減を図るため、河積を拡大する事
業を平成24年度に着手しました。
　今年度は、用地取得及び設計業務を進めます。

一級河川 菊沢川
きく　さわ　かわ

13佐野市 高砂町
たかさごちょう

■街路づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約300ｍ　W＝18.0m　C＝約12億円
■事業期間 ： 平成27（2015）年度～令和5（2023）年度（予定）

　本路線は、北関東３県を結ぶ都市間連絡軸であるとと
もに、佐野市においてはまちづくりを進める上でも重要
な路線です。しかし、本事業区間には、市役所、鉄道駅及
び商業施設があり、通勤、通学等による通行が多いにも
かかわらず、現道南側には歩道がないため、車両と歩行
者が錯綜して安全な通行に支障をきたしています。
　そこで、安全安心な通行を確保するとともに街並み景
観の創出、都市防災機能の向上を図るため、道路の拡幅
及び電線類地中化事業を平成27年度に着手しました。
今年度は、用地取得及び電線共同溝工事を進めます。

都市計画道路 3・4・1号前橋水戸線
まえ ばし  み　と  せん

14 佐野市 高萩町
たかはぎちょう

■街路づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約1,400ｍ　W＝16.0m　C＝約21億円
■事業期間 ： 平成29（2017）年度～令和5（2023）年度（予定）

　本路線は、佐野市を南北に縦断する都市間連絡軸
であり、国道50号へのアクセスや地域の経済活動及
び通勤通学を支える重要な路線です。
　本事業区間の近隣には大型商業店舗が立地して
いることから、土日・休日を中心に渋滞が発生してい
ます。そこで、車道の３車線化や交差点改良、歩行者・
自転車の通行帯分離により、交通容量の拡大、安全
性の向上を図るため平成29年度から事業に着手し
ました。
　今年度は、用地取得及び道路改良工事を進めます。

都市計画道路 3・4・3号赤見馬門線
3・5・201号高萩村上線

あか み  ま かどせん

たかはぎむらかみせん

10佐野市 大橋町
おおはしちょう

■河川激甚災害対策特別緊急事業
■全体計画 ： L＝約3,000ｍ　W＝60.0m　C＝約57億円
■事業期間 ： 令和元（2019）年度～令和6（2024）年度（予定）

■災害関連事業
■全体計画 ： L＝約250ｍ　W＝60.0m　C＝約5億円
■事業期間 ： 令和元（2019）年度～令和4（2022）年度

　令和元年東日本台風（台風第
19号）に伴う豪雨出水により、佐
野市赤坂町及び大橋町地内の２
箇所において決壊し、甚大な浸水
被害が発生しました。
　この災害に対して、決壊箇所を
含め秋山川の菊沢川放水路合流
点から下流約3,000ｍの区間にお
いて、「河川激甚災害対策特別緊
急事業」及び「災害関連事業」が
採択され、今回と同程度の洪水に
対し、家屋の浸水被害を解消する
ため、令和元年度から河道掘削
や河道拡幅等の改良復旧に着手
しました。また、大橋（(都)前橋水
戸線）の架け替え影響区間につい
ては、令和２年度から街路整備事
業に着手しました。
　今年度は、引き続き護岸工事を
実施するとともに、大橋の架け替
え工事等を進めます。

一級河川 秋山川
あき  やま  かわ

❷足利市 川崎橋
かわさきばし

■道路保全事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約389ｍ　W＝9.0m　C＝約11.7億円
■事業期間 ： 令和3（2021）年度～令和7（2025）年度（予定）

　本路線は、佐野市を起点として渡良瀬川を横断し群馬
県太田市に至る、日光例幣使街道の一部としても古くから
利用される重要な路線です。渡良瀬川に架かる川崎橋は
昭和55年に架橋されてから43年が経過し老朽化が進んで
おり、早急な補修が必要です。
　そこで、安全で安心な通行を確保するため、長寿命化修
繕計画に基づき補修工事を令和３年度に着手しました。
　今年度は、上部工の塗替塗装工を行います。

一般県道 佐野太田線
さ　　の　 おお　　た　 せん

❸足利市 福居町
ふく いちょう

■快適で安全な道づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約1,200ｍ　W＝14.0m　C＝約11億円
■事業期間 ： 令和2（2020）年度～令和12（2030）年度（予定）

　本路線は、佐野市を起点として足利市南部を東西
に横断し群馬県太田市を結ぶ重要な路線です。しか
し、足利市福居町地内においては御厨小学校の通学
路となっているにもかかわらず、歩道が狭く、通学児
童の安全な通行に支障をきたしています。
　そこで、歩行者及び車両の安全で円滑な通行を確
保することを目的に、歩道整備事業を令和２年度に
着手しました。今年度は用地取得を進めます。

一般県道 佐野太田線
さ　　の　 おお　　た　 せん

❹佐野市 上町西
かみちょうにし

■快適で安全な道づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約900ｍ　W＝20.0m　C＝約10億円
■事業期間 ： 令和2（2020）年度～令和10（2028）年度（予定）

　本路線は、佐野市を南北に縦断し、地域の産業・生
活を支える重要な路線です。しかし、整備区間におい
ては吉水小学校の通学路となっているにもかかわら
ず、歩道が狭く、さらには大型車の交通量が多いことか
ら、通学児童の安全な通行に支障をきたしています。
　そこで、安全で円滑な通行を確保するため、歩道
整備事業を令和２年度に着手しました。
　今年度は、用地取得及び歩道拡幅工事を進めます。

主要地方道 佐野田沼線
さ　　の　　た　  ぬま　せん

A足利市 助戸新山町
すけ  ど  しんやまちょう

■快適で安全な道づくり事業（補助）
■全体計画 ： L＝約250ｍ　W＝16.0m　C＝約12億円
■事業期間 ： 平成25（2013）年度～令和4（2022）年度

　本路線は、栃木県を横断し、複数の都市間を連絡
する重要な路線です。しかし、整備区間においては、
道路が屈曲し、歩道幅員も十分でなかったため、安
全で円滑な通行に支障をきたしていました。
　このため、平成25年度からバイパス道路の整備を
進め、令和５年３月に完成しました。本事業により、県
では円滑な車両通行と歩行者の安全確保、都市間
ネットワークの強化を図ることができました。

一般国道 ２９３号 B佐野市 仙波町
せん ば ちょう

たか  はら　さわ

■砂防施設づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約52ｍ　C＝約2億円
■事業期間 ： 平成28（2016）年度～令和4（2022）年度

　高原沢は、佐野市仙波町に位置する流域面積
4.7haの土石流危険渓流です。土砂災害警戒区域に
は人家10戸に加え、要配慮者利用施設及び一般県
道仙波鍋山線も含まれており早急な対策が求められ
ています。
　そこで、地域住民の安心安全を確保するため、砂
防えん堤整備事業を平成28年度に着手し、令和４年
７月に完成しました。本事業により、流出土砂による
被害を未然に防ぐ効果が期待されます。

高原沢

❺佐野市 築地町～中町 【佐野東部幹線道路】
つい  じ ちょう　　なかちょう

■快適で安全な道づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約2,700ｍ　W＝15.0m　C＝約24億円
■事業期間 ： 平成26（2014）年度～ 整備中

　本路線は、旧葛生町中心部と佐野・田沼市街地を
結ぶ重要な路線であり、佐野市総合交通マスタープ
ランにおける「東部幹線」の一部に位置づけられてい
ます。また、現道は大型車交通量が多いにもかかわら
ず、線形が屈曲し、歩道も未設置の状況です。
　そこで、快適で安全な通行を確保するため、バイパ
ス道路の整備事業を平成26年度に着手しました。
　今年度は、用地取得及び道路改良工事を進めます。

一般県道 築地吉水線
つい　じ　 よし　みず  せん

❻佐野市 船越町
ふなこしちょう

■快適で安全な道づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約1,540ｍ　W＝15.0m　C＝約9億円
■事業期間 ： 平成27（2015）年度～令和5（2023）年度（予定）

　本路線は、佐野市作原地区と旧田沼町市街地を結び、生
活・産業を支える重要な路線です。しかし、佐野市船越町付
近の現道においては大型車交通量が多いにもかかわら
ず、歩道がなく幅員も狭小であることから、安全で円滑な通
行に支障をきたしています。
　そこで、円滑な車両交通と歩行者の安全確保を目的に、
バイパス道路の整備事業を平成27年度に着手しました。
　今年度は、道路改良工事及び舗装工事を進めます。

一般県道 作原田沼線
さく  はら　 た　 ぬま せん

河川激甚災害対策特別緊急事業 L＝約3,000m
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破堤箇所
橋　梁 堰

①秋山川（海陸橋上流右岸）決壊箇所の整備状況
　［令和5年2月18日撮影］

②秋山川（大橋上流右岸）決壊箇所の整備状況
　［令和5年2月18日撮影］

踏切周辺の渋滞状況 完成イメージ図
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❶足利市 山下町
やましたちょう

■快適で安全な道づくり事業（補助）
■全体計画 ： L＝約1,100ｍ　W＝14.5m　C＝約18億円
■事業期間 ： 令和5（2023）年度～令和9（2027）年度（予定）

　本路線は、群馬県太田市を起点とし、足利市中心部に至る
幹線道路です。現在足利市の中心部では主要な交差点を中心
に慢性的な交通渋滞が発生しており、足利市ではこれらの課
題解決に向けて（仮称）足利スマートICを計画しております。
　そこで、広域的な交流・連携の促進や産業・経済の活性化、
災害時における安定的な輸送経路の確保等を目的に、スマー
トICのアクセス路となる本バイパス道路の整備事業を令和５年
度に着手しました。今年度は用地測量を進めます。

一般県道 竜舞足利線
りゅう   まい　あし　かが　せん

❼足利市 寺岡町
てらおかちょう

■大規模特定河川事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約2,200ｍ　W＝42.0m　C＝約19億円
■事業期間 ： 令和2（2020）年度～令和10（2028）年度（予定）

　旗川は佐野市作原町から南下して、足利市寺岡町を経て佐野市
高橋町で渡良瀬川に合流する流路延長32.5㎞の一級河川です。
　令和元年東日本台風（台風第19号）に伴う豪雨出水により、足
利市、佐野市において越水による甚大な浸水被害が発生しまし
た。そこで、特に河道断面が狭小な稲岡橋からJR両毛線までの約
2.2㎞の区間において河積を拡大するため、令和２年度から河道
掘削や樹木伐採等の工事に着手しました。
　今年度は、用地取得及び河道掘削等の工事を進めます。

一級河川 旗川
はた  がわ

11足利市 本城一丁目
ほんじょういっちょうめ

■砂防施設づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約190.5ｍ　C＝約2億円
■事業期間 ： 令和2（2020）年度～令和6（2024）年度（予定）

　本城一丁目Aは足利市本城一丁目に位置し、人家
16戸を保全対象とする急傾斜地です。斜面の崩壊に
より土砂災害特別警戒区域内の人家に著しい被害
を及ぼすおそれがあるため、早急の対応が求められ
ています。
　そこで、地域住民の安心安全を確保するため、落
石防護柵整備事業を令和２年度に着手しました。
　今年度は、崩壊土砂防護柵工事を進めます。

本城一丁目A
ほん じょう  いっ ちょう　め

12足利市 中橋（通２丁目～南町）
なかばし  とおりにちょうめ　 みなみちょう

■街路づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約640ｍ　橋梁部W＝19.8ｍ　高架部W=22.0m　C＝約107億円
■事業期間 ： 令和3（2021）年度～令和9（2027）年度（予定）

　本路線は、足利市の南北市街地を結ぶ
重要な路線であり、一級河川渡良瀬川に
かかる中橋の三連アーチは、足利市のラン
ドマークとして市民に親しまれ、魅力ある景
観を形成しています。
　しかし、中橋北側のJR両毛線踏切部周
辺では、朝夕を中心に渋滞が発生している
ほか、幅員も狭いため安全な通行の支障
となっています。また、中橋架橋部において
は、堤防が低く出水時に氾濫の恐れがある
など危険な状態となっています。
　そこで、国・足利市と連携して、堤防の嵩
上げとあわせた中橋の架け替えやＪＲ両毛
線交差部の立体交差化を進めることとし、
地域の安全・安心と円滑な通行を確保する
ことを目的に、令和３年度に事業着手しま
した。
　今年度は、橋梁の下部工事を進めます。

都市計画道路 3・5・102号家富町堀込線
いえ  とみ  ちょう  ほり ごめ  せん

❽足利市 高松町
たかまつちょう

■安全な川づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約3,300ｍ　W＝19.1m　C＝約29億円
■事業期間 ： 令和2（2020）年度～令和21（2039）年度（予定）

　姥川は足利市福富町から矢場川に至る流路延長
5.5kmの一級河川です。このうち、上流端から高松町
雉川合流点までの約3.3kmにおいては、河積が小さ
いため、台風や豪雨時に宅地や農地等への浸水被
害が発生しています。
　そこで、氾濫を防止し浸水被害の軽減を図るため、
河積を拡大する事業を令和２年度に着手しました。
　今年度は、用地取得及び設計を進めます。

一級河川 姥川
うば  がわ

❾佐野市 堀米町
ほりごめちょう

■安全な川づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約4,400ｍ　W＝27.0m　C＝約30億円
■事業期間 ： 平成24（2012）年度～令和13（2031）年度（予定）

　菊沢川は、佐野市栃本町から渡良瀬川に至る流路
延長13.1㎞の一級河川です。菊沢川上流の旧田沼町
市街地においては河積が小さいことから、台風や豪
雨時に浸水被害を生じていました。
　そこで、近年整備した菊沢川放水路と相まって流
域の洪水被害の軽減を図るため、河積を拡大する事
業を平成24年度に着手しました。
　今年度は、用地取得及び設計業務を進めます。

一級河川 菊沢川
きく　さわ　かわ

13佐野市 高砂町
たかさごちょう

■街路づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約300ｍ　W＝18.0m　C＝約12億円
■事業期間 ： 平成27（2015）年度～令和5（2023）年度（予定）

　本路線は、北関東３県を結ぶ都市間連絡軸であるとと
もに、佐野市においてはまちづくりを進める上でも重要
な路線です。しかし、本事業区間には、市役所、鉄道駅及
び商業施設があり、通勤、通学等による通行が多いにも
かかわらず、現道南側には歩道がないため、車両と歩行
者が錯綜して安全な通行に支障をきたしています。
　そこで、安全安心な通行を確保するとともに街並み景
観の創出、都市防災機能の向上を図るため、道路の拡幅
及び電線類地中化事業を平成27年度に着手しました。
今年度は、用地取得及び電線共同溝工事を進めます。

都市計画道路 3・4・1号前橋水戸線
まえ ばし  み　と  せん

14 佐野市 高萩町
たかはぎちょう

■街路づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約1,400ｍ　W＝16.0m　C＝約21億円
■事業期間 ： 平成29（2017）年度～令和5（2023）年度（予定）

　本路線は、佐野市を南北に縦断する都市間連絡軸
であり、国道50号へのアクセスや地域の経済活動及
び通勤通学を支える重要な路線です。
　本事業区間の近隣には大型商業店舗が立地して
いることから、土日・休日を中心に渋滞が発生してい
ます。そこで、車道の３車線化や交差点改良、歩行者・
自転車の通行帯分離により、交通容量の拡大、安全
性の向上を図るため平成29年度から事業に着手し
ました。
　今年度は、用地取得及び道路改良工事を進めます。

都市計画道路 3・4・3号赤見馬門線
3・5・201号高萩村上線

あか み  ま かどせん

たかはぎむらかみせん

10佐野市 大橋町
おおはしちょう

■河川激甚災害対策特別緊急事業
■全体計画 ： L＝約3,000ｍ　W＝60.0m　C＝約57億円
■事業期間 ： 令和元（2019）年度～令和6（2024）年度（予定）

■災害関連事業
■全体計画 ： L＝約250ｍ　W＝60.0m　C＝約5億円
■事業期間 ： 令和元（2019）年度～令和4（2022）年度

　令和元年東日本台風（台風第
19号）に伴う豪雨出水により、佐
野市赤坂町及び大橋町地内の２
箇所において決壊し、甚大な浸水
被害が発生しました。
　この災害に対して、決壊箇所を
含め秋山川の菊沢川放水路合流
点から下流約3,000ｍの区間にお
いて、「河川激甚災害対策特別緊
急事業」及び「災害関連事業」が
採択され、今回と同程度の洪水に
対し、家屋の浸水被害を解消する
ため、令和元年度から河道掘削
や河道拡幅等の改良復旧に着手
しました。また、大橋（(都)前橋水
戸線）の架け替え影響区間につい
ては、令和２年度から街路整備事
業に着手しました。
　今年度は、引き続き護岸工事を
実施するとともに、大橋の架け替
え工事等を進めます。

一級河川 秋山川
あき  やま  かわ

❷足利市 川崎橋
かわさきばし

■道路保全事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約389ｍ　W＝9.0m　C＝約11.7億円
■事業期間 ： 令和3（2021）年度～令和7（2025）年度（予定）

　本路線は、佐野市を起点として渡良瀬川を横断し群馬
県太田市に至る、日光例幣使街道の一部としても古くから
利用される重要な路線です。渡良瀬川に架かる川崎橋は
昭和55年に架橋されてから43年が経過し老朽化が進んで
おり、早急な補修が必要です。
　そこで、安全で安心な通行を確保するため、長寿命化修
繕計画に基づき補修工事を令和３年度に着手しました。
　今年度は、上部工の塗替塗装工を行います。

一般県道 佐野太田線
さ　　の　 おお　　た　 せん

❸足利市 福居町
ふく いちょう

■快適で安全な道づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約1,200ｍ　W＝14.0m　C＝約11億円
■事業期間 ： 令和2（2020）年度～令和12（2030）年度（予定）

　本路線は、佐野市を起点として足利市南部を東西
に横断し群馬県太田市を結ぶ重要な路線です。しか
し、足利市福居町地内においては御厨小学校の通学
路となっているにもかかわらず、歩道が狭く、通学児
童の安全な通行に支障をきたしています。
　そこで、歩行者及び車両の安全で円滑な通行を確
保することを目的に、歩道整備事業を令和２年度に
着手しました。今年度は用地取得を進めます。

一般県道 佐野太田線
さ　　の　 おお　　た　 せん

❹佐野市 上町西
かみちょうにし

■快適で安全な道づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約900ｍ　W＝20.0m　C＝約10億円
■事業期間 ： 令和2（2020）年度～令和10（2028）年度（予定）

　本路線は、佐野市を南北に縦断し、地域の産業・生
活を支える重要な路線です。しかし、整備区間におい
ては吉水小学校の通学路となっているにもかかわら
ず、歩道が狭く、さらには大型車の交通量が多いことか
ら、通学児童の安全な通行に支障をきたしています。
　そこで、安全で円滑な通行を確保するため、歩道
整備事業を令和２年度に着手しました。
　今年度は、用地取得及び歩道拡幅工事を進めます。

主要地方道 佐野田沼線
さ　　の　　た　  ぬま　せん

A足利市 助戸新山町
すけ  ど  しんやまちょう

■快適で安全な道づくり事業（補助）
■全体計画 ： L＝約250ｍ　W＝16.0m　C＝約12億円
■事業期間 ： 平成25（2013）年度～令和4（2022）年度

　本路線は、栃木県を横断し、複数の都市間を連絡
する重要な路線です。しかし、整備区間においては、
道路が屈曲し、歩道幅員も十分でなかったため、安
全で円滑な通行に支障をきたしていました。
　このため、平成25年度からバイパス道路の整備を
進め、令和５年３月に完成しました。本事業により、県
では円滑な車両通行と歩行者の安全確保、都市間
ネットワークの強化を図ることができました。

一般国道 ２９３号 B佐野市 仙波町
せん ば ちょう

たか  はら　さわ

■砂防施設づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約52ｍ　C＝約2億円
■事業期間 ： 平成28（2016）年度～令和4（2022）年度

　高原沢は、佐野市仙波町に位置する流域面積
4.7haの土石流危険渓流です。土砂災害警戒区域に
は人家10戸に加え、要配慮者利用施設及び一般県
道仙波鍋山線も含まれており早急な対策が求められ
ています。
　そこで、地域住民の安心安全を確保するため、砂
防えん堤整備事業を平成28年度に着手し、令和４年
７月に完成しました。本事業により、流出土砂による
被害を未然に防ぐ効果が期待されます。

高原沢

❺佐野市 築地町～中町 【佐野東部幹線道路】
つい  じ ちょう　　なかちょう

■快適で安全な道づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約2,700ｍ　W＝15.0m　C＝約24億円
■事業期間 ： 平成26（2014）年度～ 整備中

　本路線は、旧葛生町中心部と佐野・田沼市街地を
結ぶ重要な路線であり、佐野市総合交通マスタープ
ランにおける「東部幹線」の一部に位置づけられてい
ます。また、現道は大型車交通量が多いにもかかわら
ず、線形が屈曲し、歩道も未設置の状況です。
　そこで、快適で安全な通行を確保するため、バイパ
ス道路の整備事業を平成26年度に着手しました。
　今年度は、用地取得及び道路改良工事を進めます。

一般県道 築地吉水線
つい　じ　 よし　みず  せん

❻佐野市 船越町
ふなこしちょう

■快適で安全な道づくり事業費（補助）
■全体計画 ： L＝約1,540ｍ　W＝15.0m　C＝約9億円
■事業期間 ： 平成27（2015）年度～令和5（2023）年度（予定）

　本路線は、佐野市作原地区と旧田沼町市街地を結び、生
活・産業を支える重要な路線です。しかし、佐野市船越町付
近の現道においては大型車交通量が多いにもかかわら
ず、歩道がなく幅員も狭小であることから、安全で円滑な通
行に支障をきたしています。
　そこで、円滑な車両交通と歩行者の安全確保を目的に、
バイパス道路の整備事業を平成27年度に着手しました。
　今年度は、道路改良工事及び舗装工事を進めます。

一般県道 作原田沼線
さく  はら　 た　 ぬま せん

河川激甚災害対策特別緊急事業 L＝約3,000m
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【凡例】
R1.東日本台風 浸水範囲

破堤箇所
橋　梁 堰

①秋山川（海陸橋上流右岸）決壊箇所の整備状況
　［令和5年2月18日撮影］

②秋山川（大橋上流右岸）決壊箇所の整備状況
　［令和5年2月18日撮影］

踏切周辺の渋滞状況 完成イメージ図

事業実施のイメージ A-A’

河道掘削 引堤

築堤

護岸

➡

（主）足利千代田線

※これはイメージ図であり、実際のものと異なる場合があります。

3・5・102号 家富町堀込線

事業区間 L＝640m

橋梁区間（中橋） 一般部鉄道高架区間
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（仮称）足利スマートIC

凡　例

● 道路事業
● 河川事業
● 砂防事業
● 街路事業
● 災害復旧
● R4主な成果
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安 足 土 木 事 務 所 管 内 図


